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令和 3 年 3 月 12 日 

検 査 監 督 総 括 課 

検 査 評 価 室 
 
 
「検査気付き事項のスクリーニングに関するガイド」の「参考資料 軽微事例

集」（以下、「事例集」という。）は、米国原子力規制委員会の IMC0612 Appendix 
E, Examples of Minor Issues(以下、「IMC0612」という。) から抜粋、和訳した
ものであるが、この 1年間の原子力規制検査の中でスクリーニング実績を蓄積し
てきたことから、事例集を以下の方針で改訂する。 
 
１．見直し方針 
（１）軽微と判断する考え方を充実 

現行の事例集では、事例の種類（記録の保持等）毎に取扱いの考え方を分
類しているが、これに加え、軽微と検査指摘事項「緑」との判断に参考とな
る情報として、実際に設備等で機能劣化が顕在化しなくとも緑以上になり得
るとしている IMC0612 の該当箇所を引用する。 
 さらに承認された設計図面の重要な誤記は、それが使われなくとも検査指
摘事項になり得るとしている IMC0617Appendix E Minor examples of vendor 
and QA implementation findings も該当箇所を引用する。(添付 1参照) 

放射線防護については、複数のバリア(訓練、手順書、モニタリング等)で
原子力安全を確保することから、被ばく量が線量限度を超えなくとも複数の
バリアが破られたことで緑と判定している米国の事例を引用する。(添付 2
参照) 

（２）原子力規制検査の事例を掲載し、現行の米国事例は削除 
原子力規制検査における軽微事例とともに、検査指摘事項「緑」の事例も

判断の根拠とともに掲載する。 
また、今後、原子力規制検査の経験の蓄積に伴い、事例を適宜追加してい

くことから、現行の米国事例は削除し IMC の URL のみ紹介する。 
 
２.核燃料施設の事例の扱い 

現行は事例の種類毎に実用炉と一緒に記載しているため、検索しにくいこ
とから、実用炉と分けて、核燃料施設だけで事例を解説付きで整理する。 
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